
第７５５４号 ２０１６年（平成２８年）６月３日（金曜日） （４）（第三種郵便物認可）

第７５５４号２０１６年（平成２８年）６月３日（金曜日） （第三種郵便物認可）（５）

（１）

第7 5 5 4号 月・水・金発行（祝日除く）組 合 員　月１,７２８円組合員外　月１,９４４円（消費税込）

３６月 日 2016年（平成２８年）
（金曜日）

発行所

東京都千代田区永田町2‒17‒14
03‐3593‐5751電 話

http://www.zensekiren.or.jp
昭和38年7月1日第3種郵便物認可 振替口座00130-4-52707

全国石油商業組合連合会

第７５５４号 ２０１６年（平成２８年）６月３日（金曜日） （６）（第三種郵便物認可）

第７５５４号 ２０１６年（平成２８年）６月３日（金曜日） （８）（第三種郵便物認可）

第７５５４号２０１６年（平成２８年）６月３日（金曜日） （第三種郵便物認可）（３）

第７５５４号２０１６年（平成２８年）６月３日（金曜日） （第三種郵便物認可）（７）

（第三種郵便物認可） ２０１６年（平成２８年）６月３日（金曜日）第７５５４号 （２）

　

各
地
で
開
催
さ
れ
た
総

（
代
）
会
の
う
ち
３
県
で

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
宮
城
は
佐

藤
義
信
理
事
長
（
丸
山
社

長
・
Ｊ
Ｘ
系
＝
既
報
）
、

広
島
は
大
野
徹
理
事
長

（
大
野
石
油
店
社
長
・
昭

シ
ェ
ル
系
）、鳥
取
は
坂
口

元
昭
理
事
長
（
山
陰
石
油

社
長
・
コ
ス
モ
系
）
の
続

投
を
そ
れ
ぞ
れ
決
め
た
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
が

５
月
31
日
発
表
し
た
４
月

石
油
統
計
速
報
に
よ
る

と
、
内
需
は
、
Ａ
重
油
が

２
ヵ
月
連
続
で
前
月
を
上

回
っ
た
も
の
の
、
ガ
ソ
リ

ン
や
灯
・
軽
油
な
ど
Ｓ
Ｓ

関
連
油
種
の
減
少
が
響

き
、
前
年
同
期
比
３
・
９

％
減
の
１
４
２
６
万
㌔
㍑

と
７
ヵ
月
連
続
で
前
年
を

下
回
っ
た
。

　

ガ
ソ
リ
ン
は
１
・
７
％

減
の
４
２
１
万
㌔
㍑
、
灯

油
は
４
・
３
％
減
の
98
万

㌔
㍑
と
な
っ
た
。
軽
油
は

３
％
減
の
２
６
６
万
㌔
㍑

で
、
３
ヵ
月
ぶ
り
に
前
年

を
下
回
っ
た
。

　

石
連
週
報
に
よ
る
ガ
ソ

リ
ン
出
荷
量
は
、
５
月
第

４
週
（
22
〜
28
日
）
が
前

週
比
13
・
４
％
増
、
前
年

比
22
・
６
％
増
の
１
０
２

・
４
万
㌔
㍑
と
な
り
２
週

ぶ
り
に
前
年
実
績
を
超
え

た
。
過
去
５
年
平
均
比
で

み
て
も
９
・
１
％
増
と
伸

び
た
。

　

一
方
、
生
産
量
は
前
週

比
で
10
・
２
％
増
の
１
０

６
・
８
万
㌔
㍑
と
、
１
０

０
万
㌔
㍑
台
に
乗
っ
た
。

た
だ
、
生
産
増
も
出
荷
増

が
打
ち
消
し
、
在
庫
は
前

週
比
０
・
２
％
減
の
１
８

２
・
２
万
㌔
㍑
に
取
り
崩

さ
れ
た
。
前
年
比
も
２
・

７
％
減
ま
で
低
下
し
、
余

剰
感
は
な
い
。

  

軽
油
の
出
荷
量
は
前
週

比
２
・
２
％
減
、
前
年
比

11
・
６
％
増
の
67
・
７
万

㌔
㍑
で
好
調
。
在
庫
も
前

週
比
５
・
６
％
減
の
１
６

２
万
㌔
㍑
と
低
下
し
、
前

年
比
も
０
・
２
％
減
と
な

り
余
剰
感
が
解
消
し
た

（
２
面
に
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
。

　

▽
上
席
執
行
役
員
、
販

売
・
需
給
統
括
（
上
席
執

行
役
員
、
販
売
・
物
流
統

括
兼
販
売
部
長
）
川
崎
武

彦
▽
執
行
役
員
販
売
部
長

（
執
行
役
員
、
知
財
・
ア

グ
リ
・
電
材
担
当
兼
ア
グ

リ
バ
イ
オ
事
業
部
長
）
荒

井
裕
治
▽
ア
グ
リ
バ
イ
オ

事
業
部
長
（
エ
ス
・
デ
ィ

ー
・
エ
ス
バ
イ
オ
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役
副
社
長
）
田

口
雅
俊
▽
北
海
道
石
油
共

同
備
蓄
代
表
取
締
役
社
長

（
ア
ポ
ロ
リ
テ
イ
リ
ン
グ

代
表
取
締
役
社
長
）
田
中

則
男
▽
ア
ポ
ロ
リ
テ
イ
リ

ン
グ
代
表
取
締
役
社
長

（
販
売
部
北
海
道
エ
リ
ア

統
括
）
下
安
巧
治
（
６
月

29
日
付
）

　

▽
出
光
ク
レ
ジ
ッ
ト
代

表
取
締
役
社
長
（
出
光
リ

テ
ー
ル
販
売
代
表
取
締
役

社
長
）
脇
屋
中
行
▽
出
光

リ
テ
ー
ル
販
売
代
表
取
締

役
社
長
（
販
売
部
広
域
担

当
部
長
）
大
嶋
誠
司
（
６

月
30
日
付
）

　

▽
執
行
役
員
人
事
部
長

（
人
事
部
長
）
原
田
和
久

▽
執
行
役
員
物
流
部
長

（
物
流
部
長
）
谷
田
俊
之

▽
執
行
役
員
千
葉
工
場

長
（
徳
山
事
業
所
長
）
前

澤
浩
士
▽
徳
山
事
業
所
長

（
製
造
技
術
部
次
長
）

八
山
光
秀
（
７
月
１
日

付
）

　

Ｓ
Ｓ
過
疎
地
の
現
状
に

つ
い
て
は
、
ガ
ソ
リ
ン
な

ど
の
需
要
減
、後
継
者
難
、

販
売
競
争
の
激
化
な
ど
を

背
景
に
全
国
的
に
Ｓ
Ｓ
数

が
減
少
す
る
中
で
、
市
町

村
内
の
Ｓ
Ｓ
数
が
３
ヵ
所

以
下
の
地
域
が
３
月
末
現

在
、
２
８
８
ヵ
所
に
上
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
前
年

同
期
に
比
べ
５
ヵ
所
増

え
、
Ｓ
Ｓ
が
０
ヵ
所
の
町

村
は
11
、
１
ヵ
所
の
町
村

が
71
、
２
ヵ
所
の
町
村
が

１
０
０
、
３
ヵ
所
の
市
町

村
が
１
０
６
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｓ
過
疎
地
の

実
態
を
よ
り
精
緻
に
把
握

す
る
た
め
、
昨
年
度
導
入

し
た
『
Ｓ
Ｓ
立
地
情
報
把

握
シ
ス
テ
ム
』に
お
い
て
、

最
寄
り
Ｓ
Ｓ
ま
で
の
距
離

が
15
㌔
㍍
以
上
あ
る
住
民

が
所
在
す
る
市
町
村
は
２

５
７
ヵ
所
に
上
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
こ
の
う
ち
、

Ｓ
Ｓ
が
３
ヵ
所
以
下
の
Ｓ

Ｓ
過
疎
市
町
村
と
重
複
し

て
い
る
自
治
体
は
49
町
村

に
と
ど
ま
り
、
残
り
２
０

８
市
町
村
が
新
た
な
Ｓ
Ｓ

過
疎
地
と
し
て
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
。

　

全
石
連
の
河
本
博
隆
副

会
長
・
専
務
理
事
は
、「
政

府
の
『
骨
太
の
方
針
』
に

Ｓ
Ｓ
網
の
維
持
・
強
化
が

盛
り
込
ま
れ
た
」と
指
摘
。

深
刻
化
す
る
Ｓ
Ｓ
過
疎
地

問
題
に
全
石
連
で
は
「
経

営
部
会
の
所
管
事
項
と
し

て
過
疎
地
・
離
島
問
題
を

は
っ
き
り
明
記
し
、
し
っ

か
り
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
強
調
し
た
。
ま
た
「
官

公
需
は
Ｓ
Ｓ
減
を
食
い
止

め
る
方
策
の
１
つ
で
あ

り
、
新
た
に
官
公
需
部
会

を
作
り
、
過
疎
地
の
Ｓ
Ｓ

の
燃
料
油
需
要
を
下
支
え

す
る
方
策
を
検
討
し
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｓ
Ｓ
業
界
が

抱
え
る
問
題
と
し
て
、
ガ

ソ
リ
ン
ベ
ー
パ
ー
に
対
す

る
Ｖ
Ｏ
Ｃ
（
揮
発
性
有
機

化
合
物
）
問
題
に
つ
い
て

指
摘
。「
環
境
省
の
審
議
会

の
議
論
は
、
Ｓ
Ｓ
側
に
機

器
・
設
備
を
設
置
し
て
対

策
を
講
じ
る
べ
き
と
の
方

向
に
進
ん
で
い
る
よ
う
で

あ
る
。
Ｖ
Ｏ
Ｃ
対
策
に
関

す
る
我
々
の
試
算
で
は
車

側
に
機
器
を
取
り
付
け
る

の
は
１
万
円
程
度
だ
が
、

Ｓ
Ｓ
側
で
機
器
・
設
備
を

責
務
を
担
っ
て
お
り
、
被

災
地
に
お
け
る
石
油
製
品

の
安
定
供
給
体
制
の
再
構

築
に
向
け
、
石
油
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
最
前
線
で

活
躍
す
る
Ｓ
Ｓ
の
機
能
回

復
を
後
押
し
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
災
害
救

助
法
の
適
用
と
な
っ
た
熊

本
県
内
全
域
の
揮
発
油
販

売
業
者
が
対
象
で
、
被
災

し
た
Ｓ
Ｓ
の
早
期
復
旧
に

不
可
欠
な
計
量
機
、
防
火

塀
、
土
間
、
燃
料
タ
ン
ク

の
設
備
の
補
修
や
入
換
工

事
に
対
し
、
３
千
万
円
を

補
助
上
限
額
と
し
て
、
補

助
対
象
経
費
の
４
分
の
３

を
補
助
す
る
。
４
月
14
日

の
地
震
発
生
以
降
に
ま
で

遡
っ
て
補
助
対
象
と
し
、

６
月
中
の
事
業
開
始
を
予

定
し
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
２

日
か
ら
の
先
行
指
標
を
通

知
し
た
。
特
約
店
筋
に
よ

る
と
、
前
週
比
で
ガ
ソ
リ

ン
、灯
油
、軽
油
、Ａ
重
油

い
ず
れ
も
据
え
置
き
。
ガ

ソ
リ
ン
は
３
週
ぶ
り
の
据

え
置
き
で
、
値
上
げ
が
止

ま
っ
た
格
好
と
な
る
。

　

出
光
興
産
は
２
日
か
ら

の
Ｓ
Ｓ
向
け
週
決
め
仕
切

り
方
針
を
通
知
し
た
。
系

列
販
売
店
筋
に
よ
る
と
、

前
週
比
で
ガ
ソ
リ
ン
、
灯

油
、
軽
油
、
Ａ
重
油
の
い

ず
れ
も
１
円
値
上
げ
。
ガ

ソ
リ
ン
は
３
週
連
続
上
げ

　

出
光
興
産
が
１
日
発
表

し
た
５
月
石
油
製
品
卸
価
格
改
定
幅
は
、
前
月
比
で

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
、
軽
油
、

Ａ
重
油
と
も
に
３
・
２
円

上
げ
と
な
っ
た
。
ガ
ソ
リ

ン
は
４
ヵ
月
連
続
で
上
昇

し
、
累
計
14
・
４
円
高
。

　
　
　

◇　
　

◇

　

昭
和
シ
ェ
ル
石
油
が
１

日
発
表
し
た
５
月
の
卸
価

格
改
定
幅
は
、
前
月
比
で

ガ
ソ
リ
ン
は
２
・
５
円
、

灯
油
は
０
・
８
円
、
軽
油

は
１
・
６
円
で
い
ず
れ
も

値
上
げ
と
な
っ
た
。
３
油

種
と
も
に
４
ヵ
月
連
続
の

上
昇
で
、
累
計
で
ガ
ソ
リ

ン
15
・
８
円
、
灯
油
、
軽

油
は
11
・
７
円
の
値
上
げ

と
な
る
。

で
、
累
計
４
円
高
。

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に

よ
る
小
売
価
格
調
査
（
５

月
30
日
・
消
費
税
込
み
）

レ
ギ
ュ
ラ
ー
全
国
平
均
は

前
週
比
０
・
７
円
高
の
１

１
９
・
９
円
と
12
週
連
続

で
値
上
が
り
し
た
。
２
・

５
円
高
の
埼
玉
、
２
・
２

円
高
の
神
奈
川
、
２
・
０

円
高
の
愛
知
な
ど
40
都
府

県
で
値
上
が
り
。
０
・
５

円
安
の
宮
城
、
０
・
３
円

安
の
大
阪
、
０
・
２
円
安

の
岡
山
な
ど
６
道
府
県
で

値
下
が
り
し
、
高
知
の
み

横
ば
い
だ
っ
た
。

　

ハ
イ
オ
ク
は
０
・
７
円

高
の
１
３
０
・
７
円
。
軽

油
は
０
・
３
円
高
の
１
０

０
・
８
円
。
灯
油
18
㍑
店

頭
は
３
円
値
上
が
り
の
１

１
２
５
円
、
配
達
は
４
円

値
上
が
り
の
１
２
８
３
円

（
２
面
に
県
別
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ

と
「
今
週
の
市
況
」
地
域

概
況
）
。

　

政
府
は
５
月
31
日
、
熊

本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復

興
を
加
速
す
る
た
め
の
２

０
１
６
年
度
補
正
予
算

（
総
額
７
７
８
０
億
円
）

で
計
上
し
た
「
熊
本
地
震

復
旧
等
予
備
費
）
」
で
、

激
震
に
よ
っ
て
被
災
し
た

Ｓ
Ｓ
の
早
期
復
旧
を
支
援

す
る
「
被
災
地
域
石
油
製

品
販
売
業
早
期
復
旧
支
援

事
業
」
と
し
て
２
・
５
億

円
を
措
置
す
る
こ
と
を
閣

議
決
定
し
た
。

　

被
災
地
域
の
Ｓ
Ｓ
は
、

被
災
者
の
生
活
復
旧
作
業

な
ど
に
必
要
な
燃
料
の
ほ

か
、
道
路
、
橋
、
上
下
水

道
、
送
電
線
な
ど
イ
ン
フ

ラ
設
備
の
再
建
で
稼
働
す

る
工
事
用
重
機
・
車
両
用

燃
料
を
供
給
す
る
重
要
な

の
中
に
、
『
自
治
体
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
求
め
ら

れ
る
』
と
い
う
言
葉
が
出

て
く
る
が
、
我
々
か
ら
す

る
と
、
現
状
で
は
自
治
体

の
顔
が
見
え
な
い
」
と
指

摘
し
、
Ｓ
Ｓ
過
疎
地
問
題

へ
の
自
治
体
の
積
極
的
な

関
与
の
必
要
性
を
訴
え

た
。
渡
邉
一
正
長
野
石
商

理
事
長
は
「
説
明
会
に
は

自
治
体
に
加
え
、
石
油
組

合
も
呼
ん
で
い
た
だ
き
た

い
。
（
Ｓ
Ｓ
過
疎
地
問
題

に
対
す
る
）
自
治
体
の
考

え
方
を
う
か
が
い
た
い
」

と
述
べ
た
。

設
置
す
る
と
１
千
万
円
も

か
か
る
。
Ｓ
Ｓ
側
で
対
応

す
る
こ
と
に
な
れ
ば
『
第

２
の
地
下
タ
ン
ク
問
題
』

に
な
る
可
能
性
が
高
い
。

現
在
、
全
国
各
地
で
開
か

れ
て
い
る
石
油
組
合
の
総

（
代
）会
で
は
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
問

題
を
大
変
気
に
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
れ
は

す
な
わ
ち
Ｖ
Ｏ
Ｃ
問
題
が

『
第
２
の
地
下
タ
ン
ク
問

題
』に
発
展
し
、Ｓ
Ｓ
の
さ

ら
な
る
減
少
の
引
き
金
に

な
る
と
い
う
危
機
感
か
ら

だ
。
『
第
２
の
地
下
タ
ン

ク
問
題
』
に
な
ら
な
い
よ

う
、
我
々
と
し
て
は
全
力

で
Ｖ
Ｏ
Ｃ
問
題
に
対
処
し

て
い
き
た
い
」と
訴
え
た
。

　

一
方
、
大
江
英
毅
中
国

支
部
長
は
「
中
山
間
地
域

の
灯
油
配
送
に
は
大
変
苦

慮
し
て
い
る
。
住
民
や
需

要
家
の
方
々
の
と
こ
ろ
に

設
置
す
る
ホ
ー
ム
タ
ン
ク

に
対
す
る
補
助
制
度
を
お

願
い
し
た
い
。
限
界
集
落

な
ど
の
高
齢
者
・
買
い
物

弱
者
へ
の
有
効
な
支
援
策

に
も
な
る
の
で
は
な
い

か
」
、
大
坂
功
青
森
石
商

理
事
長
も
「
各
地
の
避
難

所
な
ど
に
は
灯
油
ス
ト
ー

ブ
な
ど
の
石
油
機
器
は
あ

っ
て
も
、
石
油
備
蓄
に
対

し
て
は
整
備
さ
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
。
現
在
行
わ

れ
て
い
る
避
難
所
な
ど
へ

の
備
蓄
タ
ン
ク
支
援
（
予

算
１
・
２
億
円
）
に
つ
い

て
も
、
増
額
を
ご
検
討
い

た
だ
き
た
い
」
と
灯
油
需

要
を
下
支
え
す
る
支
援
制

度
の
拡
充
を
求
め
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
西
川
一
也

山
梨
石
商
理
事
長
は
「
過

疎
地
対
策
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク広島・大野氏

鳥取・坂口氏

　資源エネルギー庁は５月31日、全石連、石油連盟、各元売会社などと連携して、
過疎地域において石油製品の安定供給確保に不可欠なＳＳを地域住民・自治体が一
体となって維持する取り組みをサポートする「ＳＳ過疎地対策協議会」の第３回会
合を開催した（写真）。会合ではＳＳ過疎地の現状のほか、全石連や石連、元売各
社のＳＳ過疎地問題への取り組み、自治体・政府によるＳＳ過疎地関連施策・支援
措置、ＳＳ過疎地対策の先進事例などをまとめた『ＳＳ過疎地対策ハンドブック』
について議論。今後、各地でＳＳ過疎地を抱える自治体や石油組合向けの説明会を
開催し、ＳＳ過疎地問題の処方箋としてハンドブックの活用を呼びかけていくこと
で一致した。

ＳＳ過疎地（市町村数）の推移（各年度末）

※2007年度調査は全石連が実施

年度 ３ヵ所 ２ヵ所 １ヵ所 ０ヵ所 計
2007 97 71 47 ７ 222
2010 104 73 54 ７ 238
2012 109 81 60 ７ 257
2013 113 81 63 ８ 265
2014 111 96 66 10 283
2015 106 100 71 11 288

最寄りＳＳまでの距離が15㌔㍍以上ある住民が所在する市町村 257

４
月
ガ
ソ
リ
ン

は
1.7
％
の
減
販

ＳＳ過疎地
対策協議会

石
油
統
計
速
報

レ
ギ
ュ
ラ
ー
小
売

12
週
連
騰
120
円
弱

エ
ネ
庁
週
市
況

全
石
連「
過
疎
地
問
題
に
積
極
対
応
」

Ｖ
Ｏ
Ｃ
対
策
強
化
を
懸
念

熊
本
の
被
災
地
Ｓ
Ｓ
支
援

2.5
億
円
措
置
し
設
備
補
修
補
助

出
光
・
販
売
部
長

に
荒
井
執
行
役
員

３
県
理
事
長
が
続
投

卸Ｇ
Ｊ
Ｘ
据
置
出
光
１
円
高

５
月
４
週

Ｇ
出
荷
大
幅
増

　
　
　
　

　
　
　
　

５
月
Ｇ
卸
値
上
げ

出
光
3.2
円

昭
シ
2.5
円

　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
先
月
開
催

し
た
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会

資
源
・
燃
料
分
科
会
で
、
今
後
の
石

油
中
下
流
部
門
（
調
達
・
精
製
・
流

通
・
販
売
）
の
政
策
の
方
向
性
な
ど

に
つ
い
て
論
点
を
示
し
た
。
エ
ネ
庁

は
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の

石
油
製
品
に
つ
い
て
、

①
低
廉
な
価
格
で
、
②

平
時
・
危
機
時
を
問
わ

ず
、
③
全
国
各
地
に
安

定
供
給
す
る
こ
と
を
最

大
の
政
策
目
標
に
掲

げ
、
製
油
所
か
ら
Ｓ
Ｓ

に
至
る
石
油
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

生
産
性
向
上
の
ほ
か
、公
正
・
透
明
な

市
場
形
成
と
取
引
環
境
の
整
備
や
、

災
害
時
の
危
機
対
策
・
Ｓ
Ｓ
過
疎
地

対
策
な
ど
の
公
益
的
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
性
を
指
摘
し
た
。

　

今
後
の
石
油
中
下
流
部
門
の
政
策

の
う
ち
、
Ｓ
Ｓ
を
中
心
と
し
た
流
通

・
販
売
政
策
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
〝
最
後
の
砦
〞

で
あ
る
Ｓ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持

・
確
保
に
向
け
、
各
Ｓ
Ｓ
が
将
来
の

再
投
資
を
実
施
し
中
長
期
的
に
燃
料

の
安
定
供
給
の
役
割
を
担
う
た
め
に

は
「
収
益
力
強
化
や
生
産
性
向
上
を

通
じ
た
さ
ら
な
る
経
営
力
の
強
化
が

求
め
ら
れ
る
」
と
指
摘
。
燃
料
油
販

売
に
の
み
頼
る
の
で
は
な
く
、
顧
客

や
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
多
角
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
や
、
共
同
仕
入

れ
・
物
流
合
理
化
な
ど
に
よ
る
生
産

性
向
上
の
必
要
性
を
提
言
し
た
。

　

さ
ら
に
エ
ネ
庁
は
、
ガ
ソ
リ
ン
な

ど
の
公
正
・
透
明
な
市
場
形
成
と
取

引
環
境
の
整
備
に
向
け
て
、
「
大
き

な
業
転
格
差
」
「
不
透
明
な
事
後
調

整
」
の
問
題
を
提
起
。
業
転
格
差
が

「
販
売
業
者
間
で
の
不
公
平
感
を
生

み
出
し
」、事
後
調
整
に
よ
っ
て「
販

売
業
者
の
コ
ス
ト
意
識
に
根
差
し
た

経
営
改
善
努
力
を
曇
ら
せ
、
市
場
メ

カ
ニ
ズ
ム
が
十
分
機
能
し
な
い
」と
、

再
投
資
可
能
な
収
益
確
保
に
よ
る
健

全
経
営
に
は
、
ほ
ど
遠
い
現
状
を
浮

き
彫
り
に
さ
せ
た
。

　

石
油
市
場
で
は
陸
上
ス
ポ
ッ
ト
価

格
が
海
上
ス
ポ
ッ
ト
価
格
を
下
回
る

逆
転
現
象
が
常
態
化
し
て
い
る
。
こ

れ
が
業
転
格
差
を
生
み
出
し
、
ガ
ソ

リ
ン
の
過
当
競
争
が
激
化
し
て
、
事

後
的
に
卸
価
格
を
調
整
せ
ざ
る
を
得

な
い
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
る
。

　

そ
の
う
え
で
、
元
売
―
特
約
店
、

特
約
店
―
販
売
店
を
は
じ
め
と
す
る

市
場
参
加
者
間
の
公
正
取
引
を
促

し
、
市
場
環
境
を
整
備
し
て
い
く
た

め
、
①
国
際
需
給
を
適
切
に
反
映
し

た
、
市
場
参
加
者
に
信
頼
さ
れ
る
卸

価
格
指
標
の
構
築
②
取
引
慣
行
の
透

明
化
・
適
正
化
（
事
後
調
整
の
実
施

基
準
の
明
確
化
な
ど
）
の
必
要
性
を

示
唆
し
た
。

　

石
油
製
品
の
需
要
減
や
元
売
再
編

な
ど
流
通
構
造
が
大
き
く
変
化
す
る

中
で
、商
慣
行
の
透
明
化
・
適
正
化
と

国
内
需
給
を
適
切
に
反
映
し
た
卸
価

格
指
標
の
構
築
が
、
公
正
競
争
市
場

確
立
の
喫
緊
の
課
題
と
言
え
よ
う
。

論 説

日
か
ら
営
業
を
再
開
し

た
。
同
系
列
の
業
者
が
買

い
取
っ
た
ら
し
い
。
息
子

が
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
た

Ｓ
Ｓ
で
、
そ
の
後
も
常
連

客
と
な
っ
て
い
た
彼
は
早

期
の
復
活
を
歓
迎
し
て
い

る
▼
「
捨
て
る
神
あ
れ
ば

拾
う
神
あ
り
」は
世
の
常
。

自
分
の
こ
と
を
神
と
言
う

わ
け
で
は
な
い
が
、
我
が

家
に
い
る
４
匹
の
猫
の
う

ち
、３
匹
は
元
捨
て
猫
だ
。

最
初
の
２
匹
が
来
た
の
は

６
年
ほ
ど
前
。
新
聞
の
集

金
の
お
ば
さ
ん
が
保
護
し

た
、
子
猫
の
姉
妹
を
引
き

取
っ
た
。
ラ
グ
ド
ー
ル
と

い
う
大
き
く
な
る
種
の
血

が
濃
い
よ
う
で
、
手
の
平

ほ
ど
の
サ
イ
ズ
だ
っ
た
の

が
、
い
ま
で
は
抱
く
と
ず

っ
し
り
と
重
い
▼
も
う
１

匹
は
、
保
健
所
に
収
容
さ

れ
た
猫
の
里
親
を
探
す
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
譲
渡
会
で
も

ら
っ
て
き
た
白
黒
の
鉢
割

れ
君
。
家
に
来
た
こ
ろ
は

１
歳
ぐ
ら
い
で
、
先
輩
猫

に
相
手
に
さ
れ
ず
に
オ
ド

オ
ド
し
て
い
た
が
、
３
年

目
の
い
ま
で
は
立
場
を
逆

転
さ
せ
て
主
と
化
し
た
。

我
が
家
唯
一
の
非
捨
て
猫

は
、
３
歳
く
ら
い
の
メ
ス

の
ラ
ガ
マ
フ
ィ
ン
。
捨
て

猫
で
は
な
い
も
の
の
、
１

０
０
匹
以
上
の
多
頭
飼
育

崩
壊
か
ら
保
護
さ
れ
た
猫

だ
。
小
柄
な
が
ら
大
勢
の

中
で
生
き
延
び
て
き
た
た

め
か
、
周
囲
に
愛
嬌
を
振

り
ま
く
の
が
上
手
い
▼
猫

の
飼
育
数
は
近
く
犬
を
抜

く
と
い
う
。
猫
は
家
の
中

だ
け
で
飼
え
る
と
い
う
手

軽
さ
が
最
大
の
理
由
だ
と

思
う
が
、
最
後
ま
で
責
任

を
持
っ
て
一
緒
に
暮
ら
し

て
ほ
し
い
。

▼
本
社
の
倒

産
を
受
け

て
、
先
月
中

旬
か
ら
営
業

停
止
に
追
い

込
ま
れ
て
い

た
近
所
の
Ｓ

Ｓ
が
、
一
昨

き
ょ
う
の
紙
面

２面　今週のガソリン市況
■ＤＡＴＡコーナー＝原油価格、石油製品先
物情報、石連週報、週動向調査

３面　九州版・ＳＳは〝最後の砦〟強調
/東京版・Ｇ使用車平均燃費向上

４面　中部版・福井・武生石油協会、越
前市と調印／月間ぜんせき
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近
畿
エ
リ
ア
で
は
２
０
０
６
年
全
石
連

大
津
総
会
「
ビ
ジ
ネ
ス
見
本
市
」
に
次
い

で
２
回
目
の
開
催
と
な
る
。
元
売
、
洗
車

機
メ
ー
カ
ー
、
計
量
機
メ
ー
カ
ー
な
ど
、

過
去
す
べ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
見
本
市
に
参
加

し
て
き
た
企
業
に
加
え
、
新
た
に
14
社
が

出
展
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
同
見
本
市
に

対
す
る
期
待
は
高
ま
る
。

　

会
場
と
な
る
神
戸
国
際
展
示
場
は
、
神

戸
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
が
運
営
す

る
市
内
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
施
設
で
、
全
石

連
・
全
国
石
油
協
会
の
総
会
が
行
わ
れ
る

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
と
隣
接
し
、
会

場
ま
で
徒
歩
５
分
以
内
と
い
う
好
立
地
。

同
施
設
２
号
館
１
階
、
２
千
平
方
㍍
の
会

場
を
確
保
し
た
。
会
場
周
辺
に
は
公
共
駐

車
場
も
多
数
あ
り
、
三
宮
駅
か
ら
は
ポ
ー

ト
ラ
イ
ナ
ー
（
モ
ノ
レ
ー
ル
）
で
10
分
程

度
、
市
民
広
場
駅
下
車
す
ぐ
。

　

当
日
は
近
畿
２
府
４
県
組
合
員
、
さ
ら

に
中
部
エ
リ
ア
の
愛
知
・
三
重
両
石
商
か

ら
も
組
合
員
が
見
学
に
訪
れ
、
総
見
学
者

は
総
会
出
席
者
を
含
め
１
５
０
０
人
を
見

込
ん
で
い
る
。
会
場
に
は
恒
例
の
物
産
展

も
併
催
さ
れ
、
兵
庫
県
物
産
協
会
の
協
賛

に
よ
り
10
社
程
度
の
地
元
企
業
が
銘
菓
や

食
品
な
ど
を
販
売
す
る
。

　

昨
年
度
の
広
島
Ｓ
Ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
見
本
市

に
も
出
展
し
た
企
業
41
社
に
加
え
、
新
規

出
展
社
は
車
販
、
電
飾
、
新
電
力
、
リ
ペ

ア
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な

ど
多
岐
に
わ
た

る
。
自
動
車
デ

ィ
ー
ラ
ー
も
出

展
し
、
環
境
対

応
自
動
車
な
ど

が
展
示
さ
れ
る

の
も
大
き
な
特

徴
だ
。
展
示
場

内
に
は
商
談
や

休
憩
に
使
用
で

き
る
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
、
空
間

全
体
の
有
効
活

用
に
努
め
て
い

る
。

　

ま
た
、
近
畿

２
府
４
県
の
組

合
員
を
対
象
に

沖
縄
旅
行
ペ
ア

５
組
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ

チ
ケ
ッ
ト
70
人
分
が
当
た
る
抽
選
会
も
行

わ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
性
も
高
め
て
い
る
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
見
本
市
実
行
委
員
会
は
約
１

年
半
に
わ
た
り
、
円
滑
な
実
施
に
向
け
検

討
を
重
ね
て
き
た
。
開
催
に
際
し
て
西
尾

委
員
長
は
、
「
会
場
も
広
く
、
近
畿
圏
に

限
ら
ず
多
く
の
組
合
員
各
位
に
ぜ
ひ
と
も

見
学
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
て

い
る
。
（
次
回
は
、
北
海
道
・
紋
別
地
方

石
協
事
務
局
）

　

今
月
16
日
、
い
ま
や
石
油
販
売
業
界
で
は
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
と
も
い
え
る
「
Ｓ
Ｓ
ビ
ジ
ネ
ス

見
本
市
」
が
兵
庫
県
神
戸
市
の
国
際
展
示
場
で

開
か
れ
る
。
近
畿
２
府
４
県
神
戸
Ｓ
Ｓ
ビ
ジ
ネ

ス
見
本
市
実
行
委
員
会
（
西
尾
恒
太
委
員
長
）

と
、
全
石
連
広
報
部
会
と
の
共
催
に
よ
る
同
見

本
市
に
は
、
全
国
か
ら
55
企
業
・
56
ブ
ー
ス
の

出
展
が
確
定
し
た
。
関
連
機
器
、
新
収
益
な
ど

Ｓ
Ｓ
経
営
に
直
結
す
る
も
の
か
ら
、
将
来
の
Ｓ

Ｓ
に
役
立
つ
情
報
ま
で
網
羅
し
た
今
回
の
「
神

戸
ビ
ジ
ネ
ス
見
本
市
」
。
近
畿
２
府
４
県
石
油

組
合
は
組
合
員
に
積
極
的
な
見
学
を
呼
び
か
け

て
お
り
、
全
国
か
ら
の
見
学
者
と
合
わ
せ
１
５

０
０
人
の
来
場
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｓ
見
本
市

会場となる神戸国際展示場

55企業が出展、1500人来場見込む

生活、産業、
地域を支える

兵庫県神戸市
▶vol.197◀石油の力SSの力

DATA コーナー

■国内供給統計（石連週報）・５月第４週末 （単位：千ＫＬ、％）
東日本 西日本 合　計 前週比 前月比 前年比

①原油処理量 1,932.5 1,300.5 3,233.0 96.3% 84.1% 101.2%
②製油所稼働率 71.4 84.4 76.1 ▲2.9 ▲14.4 2.8
③石油製品在庫量

ガソリン 982.9 838.8 1,821.7 99.8% 98.7% 97.3%
灯　　油 1,121.9 482.4 1,604.3 106.9% 133.2% 114.3%
軽　　油 776.1 843.5 1,619.6 94.4% 113.6% 99.8%
Ａ 重 油 462.6 319.3 781.9 96.7% 103.4% 95.6%
６油種計 4,910.7 3,887.2 8,797.9 97.4% 106.6% 98.8%

④製品出荷量推計
ガソリン 628.5 395.5 1,024.0 113.4% 106.4% 122.6%
灯　　油 99.8 9.8 109.6 78.7% 50.6% 79.4%
軽　　油 423.5 253.9 677.4 97.8% 114.4% 111.6%
Ａ 重 油 119.4 85.4 204.9 91.0% 93.1% 91.9%
６油種計 1,393.1 906.4 2,299.5 94.9% 99.9% 113.7%

　

◎
北
海
道
…
安
定
。
札

幌
は
フ
ル
１
１
７
〜
９
円

表
示
で
横
ば
い
、
セ
ル
フ

は
１
１
６
円
程
度
に
上
昇

し
、
安
値
量
販
セ
ル
フ
も

１
１
４
・
８
円
と
６
円
値

上
げ
し
て
５
月
２
週
の
水

準
と
な
っ
た
。

　

◎
東
北
…
上
昇
。
福
島

市
は
セ
ル
フ
１
３
０
円
中

心
で
、
郡
山
は
セ
ル
フ
１

２
５
〜
６
円
に
上
昇
し

た
。
仙
台
も
セ
ル
フ
１
２

０
〜
２
円
に
上
昇
。
秋
田

市
は
セ
ル
フ
１
１
２
〜
５

円
で
横
ば
い
。
盛
岡
は
セ

ル
フ
１
１
４
〜
６
円
、
山

形
市
は
セ
ル
フ
１
２
７
円

中
心
に
値
上
が
り
し
た
。

青
森
市
は
セ
ル
フ
１
１
７

〜
８
円
で
横
ば
い
。

　

◎
信
越
…
新
潟
は
上
昇

傾
向
で
、
新
潟
市
内
は
１

１
３
〜
９
円
、
上
越
市
内

は
１
１
０
〜
３
円
、
柏
崎

市
内
は
１
１
３
〜
５
円
。

た
だ
、
一
部
に
は
依
然
１

１
０
円
割
れ
も
散
見
さ
れ

る
。

　

◎
北
関
東
…
群
馬
の
前

橋
・
高
崎
は
フ
ル
が
２
円

上
昇
し
１
１
９
〜
１
２
１

円
、
セ
ル
フ
は
５
円
程
度

上
が
り
１
１
５
〜
７
円
。

栃
木
は
若
干
上
昇
し
、
宇

都
宮
は
フ
ル
１
１
７
〜
８

円
、
セ
ル
フ
１
１
５
〜
６

円
、
足
利
市
や
佐
野
市
も

セ
ル
フ
１
１
７
円
、
フ
ル

１
１
９
円
前
後
と
な
っ

た
。
茨
城
も
値
上
が
り
傾

向
で
、
水
戸
市
内
は
１
１

５
〜
８
円
、
土
浦
市
内
は

１
１
３
〜
５
円
、
つ
く
ば

市
は
１
１
３
〜
６
円
。

　

◎
首
都
圏
…
埼
玉
は
ほ

ぼ
横
ば
い
で
、
県
央
部
・

南
部
１
１
５
〜
７
円
、
東

部
、西
部
１
１
２
〜
５
円
。

千
葉
は
値
上
が
り
し
、
千

葉
市
内
や
成
田
市
内
は
１

０
８
〜
１
１
３
円
、
柏
市

内
や
松
戸
市
内
は
１
０
７

〜
１
１
５
円
だ
が
、
一
部

に
１
２
０
円
台
を
掲
示
す

る
Ｓ
Ｓ
が
出
現
し
て
い

る
。
都
内
の
幹
線
道
路
沿

い
量
販
店
は
会
員
１
１
０

円
台
後
半
が
大
勢
と
な

り
、
フ
リ
ー
は
１
２
０
円

前
後
ま
で
上
昇
し
た
。

　

◎
山
静
…
静
岡
は
横
ば

い
で
、
静
岡
市
内
の
セ
ル

フ
１
１
７
〜
９
円
、
フ
ル

１
２
１
円
前
後
、
東
部
は

１
１
３
〜
６
円
、
西
部
は

１
１
７
〜
９
円
。
山
梨
は

値
上
が
り
し
、
セ
ル
フ
１

１
９
〜
１
２
１
円
、
フ
ル

１
２
６
〜
９
円
と
な
っ

た
。

　

◎
東
海
…
上
昇
。
愛
知

で
最
安
値
を
自
負
す
る
常

滑
の
Ｐ
Ｂ
バ
ロ
ン
パ
ー
ク

は
３
円
上
げ
て
１
０
４

円
、
隣
接
す
る
コ
ス
ト
コ

と
イ
オ
ン
も
同
額
上
げ
て

１
０
５
円
と
な
っ
た
。
東

名
名
古
屋
Ｉ
Ｃ
周
辺
は
会

員
１
１
６
〜
９
円
、
現
金

１
２
０
〜
４
円
に
急
上
昇

し
た
。
三
重
も
５
円
以
上

の
値
上
が
り
が
目
立
ち
１

１
５
円
前
後
に
。
伊
勢
や

鈴
鹿
で
は
１
０
５
〜
９
円

の
Ｐ
Ｂ
や
一
部
系
列
店
が

残
る
。
岐
阜
も
１
〜
５
円

上
が
り
１
１
６
〜
１
２
０

円
台
。

　

◎
北
陸
…
上
昇
。
富
山

は
１
〜
５
円
値
上
が
り
し

て
１
１
８
円
前
後
が
増

加
。
石
川
、
福
井
も
セ
ル

フ
を
中
心
に
５
円
前
後
上

昇
し
、
１
１
５
〜
１
２
０

円
台
と
な
っ
た
。

　

◎
近
畿
…
大
幅
に
値
上

が
り
。
平
均
１
１
７
〜
９

円
と
な
り
４
円
程
度
上
昇

し
た
。
Ｐ
Ｂ
は
１
１
１
〜

３
円
中
心
で
、
一
般
Ｓ
Ｓ

と
の
価
格
差
は
拡
大
傾
向

だ
が
、
業
転
市
場
も
タ
イ

ト
感
が
強
ま
り
、
今
後
は

格
差
が
縮
小
す
る
も
の
と

み
ら
れ
る
。
阪
神
、
京
阪

と
も
セ
ル
フ
平
均
１
１
７

円
。

　

◎
中
国
…
山
口
県
内
で

２
〜
３
円
上
昇
し
、
山
口

市
内
で
セ
ル
フ
１
１
９
円

中
心
、
宇
部
市
内
で
１
１

７
円
前
後
が
増
え
、
周
南

地
域
は
１
２
３
円
程
度
。

岡
山
市
内
、
倉
敷
市
内
、

広
島
市
内
な
ど
は
ほ
ぼ
横

ば
い
。

　

◎
四
国
…
一
部
で
上

昇
。
高
松
市
内
は
フ
ル
１

２
６
円
程
度
、
セ
ル
フ
１

２
４
円
前
後
が
増
加
し

た
。
一
方
、
愛
媛
県
の
新

居
浜
市
内
や
西
条
市
内
は

セ
ル
フ
１
１
１
円
中
心
で

推
移
し
て
い
る
。

　

◎
九
州
…
上
昇
傾
向
。

福
岡
、
北
九
州
地
区
は
１

１
３
〜
５
円
、
中
心
部
で

は
１
１
７
円
前
後
が
多

い
。
長
崎
、
大
分
、
熊
本

県
で
は
量
販
店
も
価
格
攻

勢
を
控
え
る
よ
う
な
雰
囲

気
も
見
え
る
。

　

石
油
連
盟
の
木
村
康
会

長
は
５
月
26
日
開
催
し
た

記
者
会
見
で
、
会
長
に
再

任
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
す

る
と
と
も
に
、
「
い
つ
い

か
な
る
時
に
も
石
油
の
安

定
供
給
が
で
き
る
業
界
を

目
指
し
、
引
き
続
き
、
競

争
力
強
化
や
総
合
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
業
化
に
取
り
組
む

こ
と
で
経
営
基
盤
の
強
化

を
図
り
、
石
油
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
を
着

実
に
進
め
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

公
正
取
引
委
員
会
が
先

ご
ろ
発
表
し
た
『
ガ
ソ
リ

ン
の
取
引
に
関
す
る
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
』
に
つ

い
て
は
、
「
当
社
で
は
従

来
か
ら
透
明
・
公
平
性
を

持
っ
て
対
応
し
て
お
り
、

流
通
業
界
の
方
々
と
も

し
っ
か
り
話
し
合
い
な
が

ら
や
っ
て
き
た
。
こ
れ
を

継
続
し
て
い
く
」
と
し

た
。
ま
た
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
の
資
源
・
燃
料
分

科
会
な
ど
で
事
後
調
整
の

問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

「
昔
な
が
ら
の
事
後
調
整

の
議
論
で
は
な
い
と
思

う
。
当
月
の
市
況
を
見
な

が
ら
、
（
特
約
店
な
ど
と

の
間
で
）
話
し
合
い
な
が

ら
決
め
て
い
く
も
の
だ
と

考
え
て
い
る
。
そ
れ
が
果

た
し
て
事
後
調
整
と
い
う

の
だ
ろ
う
か
。
事
前
に
決

め
た
価
格
で
で
き
れ
ば
一

番
良
い
が
、
（
元
売
と
特

約
店
間
で
）
お
互
い
に
不

満
が
残
っ
た
時
に
『
ど
う

し
ま
し
ょ
う
か
』
と
交
渉

す
る
の
は
、
商
慣
習
と
し

て
あ
り
得
る
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」と
述
べ
た
。

　

リ
ム
に
加
え
、
プ
ラ
ッ

ツ
、
オ
ー
ピ
ス
が
価
格
情

報
の
提
供
を
始
め
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
「
い
ろ
い

ろ
な
価
格
指
標
が
示
さ
れ

る
こ
と
で
、
価
格
に
対
す

る
信
頼
性
が
醸
成
さ
れ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
」
と

期
待
を
寄
せ
た
。

　

石
油
連
盟
は
５
月
26
日

の
理
事
会
で
、
新
役
員
体

制
を
決
定
し
た
。

　

会
長
＝
木
村
康
（
Ｊ
Ｘ

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
会
長
）

　

副
会
長
＝
武
藤
潤
（
東

燃
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
社
長
）、

月
岡
隆
（
出
光
興
産
社

長
）
、
亀
岡
剛
（
昭
和
シ

ェ
ル
石
油
社
長
）
、
小
林

久
志（
コ
ス
モ
石
油
社
長
）

　

専
務
理
事
＝
奥
田
真
弥

　

常
務
理
事
＝
吉
村
宇
一

郎
、
押
尾
信
明
（
新
任
）

　

東
京
商
品
取
引
所
の
６

月
限
納
会
価
格
は
、
東
京

湾
海
上
出
荷
の
東
京
ガ
ソ

リ
ン
が
㍑
44
・
５
円
（
前

月
比
２
・
９
円
高
、
ガ
ソ

リ
ン
税
込
み
98
・
３
円
）
、

灯
油
が
39
・
６
円
（
２
・

６
円
高
）
、
軽
油
が
40
・

０
円
（
２
・
４
円
高
）
と

な
り
、
全
油
種
で
値
上
が

り
し
た
。
一
方
、
伊
勢
湾

陸
上
出
荷
の
中
京
ガ
ソ
リ

ン
は
43
・
７
円
（
３
・
２

円
高
、
97
・
５
円
）
、
灯

油
は
38
・
５
円
（
２
・
４

円
高
）
で
と
も
に
値
上
が

り
。
こ
れ
に
よ
り
、
海
陸

格
差
は
０
・
８
円
の
海
上

高
と
な
っ
た
。
現
物
出
来

高
は
、
東
京
バ
ー
ジ
ガ
ソ

リ
ン
２
万
５
９
０
０
㌔
㍑

（
５
１
８
枚
）
、
灯
油
１

万
５
２
０
０
㌔
㍑
（
３
０

４
枚
）、軽
油
は
16
ヵ
月
連

続
ゼ
ロ
枚
と
実
績
が
上
が

ら
な
か
っ
た
。
一
方
、
中

京
ロ
ー
リ
ー
ガ
ソ
リ
ン
は

３
１
５
０
㌔
㍑
（
３
１
５

枚
）、灯
油
は
１
０
７
０
㌔

㍑
（
１
０
７
枚
）
だ
っ
た
。

　

▽
執
行
役
員
・
燃
料
油

販
売
本
部
戦
略
推
進
統
括

部
長
兼
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
部
長
（
燃
料
油

販
売
本
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
部
長
）
尾
野

正
明
▽
同
・
同
広
域
販
売

統
括
部
長
兼
広
域
販
売
統

括
部
広
域
販
売
支
店
長

（
同
広
域
販
売
統
括
部
広

域
販
売
支
店
長
）
長
島
茂

則
▽
シ
ニ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
執
行

役
員
・
燃
料
油
販
売
本
部

戦
略
推
進
統
括
部
長
兼
広

域
販
売
統
括
部
長
）
宮
澤

清　
　

（
６
月
１
日
付
）

　

宮
城
は
５
月
30
日
に
開

催
し
た
総
代
会
で
、
石
油

製
品
の
安
定
供
給
対
策
事

業
、
環
境
対
応
型
石
油
製

品
販
売
業
支
援
事
業
、
官

公
需
事
業
な
ど
の
事
業
計

画
と
総
額
８
７
６
９
万
円

の
予
算
を
承
認
し
た
。
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

で
は
、
佐
藤
義
信
理
事
長

を
再
選
し
た
。

　

佐
藤
理
事
長
は
「
Ｖ
Ｏ

Ｃ
対
策
を
Ｓ
Ｓ
で
や
る
と

１
Ｓ
Ｓ
あ
た
り
１
５
０
０

万
〜
２
千
万
円
ぐ
ら
い
か

か
る
。
ガ
ソ
リ
ン
需
要
が

予
想
以
上
に
落
ち
込
む
中

で
、
我
々
に
は
そ
の
投
資

す
ら
で
き
る
環
境
に
な

く
、
断
固
反
対
し
て
い
き

た
い
」
と
し
た
う
え
で
、

熊
本
地
震
に
つ
い
て
「
電

気
が
止
ま
る
中
で
、
自
家

発
電
機
を
持
つ
中
核
Ｓ
Ｓ

が
営
業
し
て
い
た
よ
う
だ

が
、
こ
の
20
年
間
に
大
震

災
が
２
〜
３
年
置
き
に
起

き
て
い
る
。
自
分
の
お
客

さ
ん
、
国
民
を
守
る
た
め

に
は
自
発
発
電
機
は
標
準

装
備
で
あ
っ
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。
各
Ｓ
Ｓ
に

標
準
装
備
で
き
る
補
助
事

業
の
取
り
組
み
も
重
要
に

な
っ
て
く
る
」と
述
べ
た
。

　

広
島
は
５
月
30
日
通
常

総
代
会
を
開
き
、
〝
最
後

の
砦
〞
と
し
て
誇
り
あ
る

業
界
の
構
築
、
廃
タ
イ
ヤ

共
同
回
収
斡
旋
事
業
や
全

石
連
共
同
購
買
事
業
の
さ

ら
な
る
利
用
促
進
な
ど
を

図
る
事
業
計
画
、
総
額
８

８
８
８
万
円
の
予
算
を
異

議
な
く
承
認
し
た
。

　

ま
た
、
所
属
組
合
員
減

少
に
よ
る
大
崎
下
島
支
部

の
廃
止
に
伴
い
総
代
定
数

を
47
人
と
す
る
な
ど
の
定

款
変
更
も
決
め
、
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は

大
野
徹
理
事
長
を
３
選
、

副
理
事
長
６
氏
も
全
員
留

任
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
で
大
野
理
事

長
は
「
昨
年
度
、
業
界
再

編
の
嵐
が
吹
き
始
め
た
。

来
年
の
こ
の
場
で
は
、
お

そ
ら
く
元
売
統
合
後
の
姿

を
語
り
合
う
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
再
編
が
需
給

の
安
定
に
貢
献
し
、
市
場

安
定
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
」
と
し
た

う
え
で
、
「
や
り
が
い
の

あ
る
仕
事
づ
く
り
、
働
き

が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
な
が

ら
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
組

織
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
」
と
訴
え
た
。

　

鳥
取
は
５
月
30
日
、
鳥

取
市
内
で
通
常
総
会
を
開
き
、
適
正
な
マ
ー
ジ
ン
を

確
保
し
つ
つ
需
要
の
減
少

に
対
応
で
き
る
経
営
体
質

を
構
築
し
て
い
く
た
め

に
、組
合
員
相
互
・
他
組
合

と
の
交
流
会
開
催
な
ど
の

新
規
事
業
を
含
む
各
種
事

業
計
画
、
総
額
約
５
３
０

０
万
円
の
予
算
を
承
認
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
坂
口
元
昭
理
事
長

の
続
投
を
決
め
た
。
あ
い

さ
つ
で
坂
口
理
事
長
は

「
熊
本
地
震
で
は
発
生
30

分
後
に
は
給
油
待
ち
の
車

列
が
で
き
た
が
、
業
界
関

係
者
の
懸
命
な
対
応
で
大

き
な
支
障
も
な
く
給
油
で

き
た
と
い
う
。
Ｓ
Ｓ
が
災

害
に
強
い
こ
と
を
改
め
て

感
じ
た
」と
し
つ
つ
、「
今

年
度
も
元
売
再
編
へ
の
対

応
、
激
し
い
競
争
な
ど
厳

し
い
状
況
が
続
く
と
予
想

さ
れ
る
が
、
自
分
の
仕
事

に
誇
り
が
持
て
る
、
平
素

の
努
力
が
報
わ
れ
る
業
界

づ
く
り
を
目
指
し
て
組
合

・
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ

た
取
り
組
み
に
精
一
杯
努

力
し
て
い
く
」
と
強
調
し

た
。

石
油
製
品
の
安
定
供
給
に
取
り
組
む
宮

城
（
円
内
は
佐
藤
理
事
長
）

や
り
が
い
あ
る
仕
事
、
働
き
が
い
あ
る
職

場
づ
く
り
へ
の
協
働
を
呼
び
か
け
た
広
島

努
力
が
報
わ
れ
る
業
界
づ
く
り
を
確
認

し
た
鳥
取

各
地
で
コ
ス
ト
転
嫁
本
格
化

安
値
量
販
セ
ル
フ

６
円
の
大
幅
上
げ

札 幌

激
戦
地
・
常
滑
も

Ｐ
Ｂ
３
円
ア
ッ
プ

愛 知

合
言
葉
は〝
結
束
〞
各
地
区

総（
代
）会

石
連

会
見　

木
村
会
長
が
再
任
で
抱
負

供
給
網
強
靭
化
を
推
進

鳥
　
　
取　

努
力
報
わ
れ
る
業
界
へ

広
　
　
島　

や
り
が
い
あ
る
活
動
を

宮
　
　
城　

重
い
Ｖ
Ｏ
Ｃ
対
策
負
担

Ｇ
海
上
98
・
３
円

陸
上
は
97
・
５
円

東
商
取
６
月
納
会

石
連
新
役
員
体
制

Ｅ
Ｍ
Ｇ
役
員
人
事

■ＳＳ店頭市況週動向調査・５／30
レギュラー （単位：￥／Ｌ、↑値上げ、→同値、↓値下げ）

北海道 118.2 ↓ 静　岡 121.2 ↑ 鳥　取 118.6 ↑
青 森 118.9 ↑ 山　梨 121.2 ↑ 島　根 123.4 ↑
岩 手 117.6 ↑ 愛　知 119.6 ↑ 山　口 120.0 ↑
宮 城 116.0 ↓ 三　重 119.4 ↑ 徳　島 117.4 ↑
福 島 120.5 ↑ 岐　阜 121.2 ↑ 高　知 118.3 →
秋 田 117.5 ↑ 富　山 121.3 ↓ 愛　媛 120.2 ↑
山 形 121.9 ↑ 石　川 117.6 ↑ 香　川 118.4 ↑
新 潟 116.6 ↑ 福　井 122.5 ↑ 福　岡 120.8 ↑
長 野 123.2 ↑ 滋　賀 120.6 ↑ 大　分 123.0 ↑
群 馬 117.4 ↑ 京　都 121.8 ↑ 佐　賀 122.4 ↑
栃 木 120.4 ↑ 大　阪 118.0 ↓ 長　崎 127.5 ↑
茨 城 117.0 ↑ 奈　良 120.3 ↑ 熊　本 119.8 ↑
千 葉 115.4 ↑ 和歌山 120.6 ↑ 宮　崎 118.4 ↑
埼 玉 116.8 ↑ 兵　庫 118.3 ↑ 鹿児島 127.8 ↑
東 京 123.1 ↑ 岡　山 117.0 ↓ 沖　縄 126.1 ↑
神奈川 118.7 ↑ 広　島 117.4 ↓ 全　国 119.9 ↑

今週の 市況
6月第1週

16：30現在 前日比 限月 16：30現在 前日比

（前日出来高2,702枚） ガソリン （前日出来高4枚）

45,890 ▲1,050 ⑦限月 44,990 ▲10
45,770 ▲1,060 ⑧限月 45,290 ▲10
45,040 ▲1,130 ⑨限月 43,990 ▲110
44,090 ▲1,180 ⑩限月 43,000 0
43,720 ▲1,160 ⑪限月 43,000 0
43,590 ▲1,160 ⑫限月 42,550 ▲450

（前日出来高668枚） 灯　油 （前日出来高0枚）

41,270 ▲520 ⑦限月 39,500 0
41,610 ▲860 ⑧限月 40,000 0
42,370 ▲990 ⑨限月 40,500 0
43,370 ▲1,030 ⑩限月 41,500 0
44,190 ▲1,030 ⑪限月 43,000 △200
44,860 ▲990 ⑫限月 43,500 0

（前日出来高0枚） 軽　油
41,400 ▲500 ⑦限月
41,400 ▲500 ⑧限月
41,400 ▲500 ⑨限月
41,400 ▲500 ⑩限月
41,400 ▲500 ⑪限月
41,400 ▲500 ⑫限月

△値上げ、▲値下げ◇ストップ高、◆ストップ安、単位：￥／ＫＬ

（京浜海上：１枚＝50ＫＬ） 　（伊勢湾油槽所：１枚＝20ＫＬ）

■石油先物市場・６／１

　　東京商品取引所 　中京石油市場

前日比

国内
指標

＄／Ｂ 46.47（△0.64）
￥／ＫＬ 32,626 （△357）

ＷＴＩ
＄／Ｂ 49.10（▲0.23）
￥／ＫＬ 34,476 （▲258）

原油指標
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鹿
児
島
石
商
・
協
の
総

代
会
で
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
地
元
の
バ
イ

オ
リ
ン
、
フ
ル
ー
ト
奏
者

が
弦
楽
二
重
奏
の
美
し
い

音
色
を
響
か
せ
会
場
を
和

ま
せ
た
。

　

鹿
児
島
交
響
楽
団
に
所

属
し
て
い
る
バ
イ
オ
リ
ン

の
今
林
吹
音
さ
ん
、
フ
ル

ー
ト
の
福
島
亜
紀
さ
ん
。

バ
ッ
ハ
の
「
Ｇ
線
上
の
ア

リ
ア
」
、
「
オ
ズ
の
魔
法

使
い
・
虹
の
彼
方
へ
」
な

ど
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら
な
じ

み
の
曲
ま
で
次
々
に
演

奏
。
日
ご
ろ
は
厳
し
い
営

業
の
最
前
線
に
立
っ
て
い

る
Ｓ
Ｓ
経
営
者
ら
も
う
っ

と
り
し
た
表
情
で
聴
き
入

っ
て
い
た
。
坪
久
田
正
明

理
事
長
は
あ
い
さ
つ
の
中

で
「
組
合
活
動
も
こ
の
よ

う
に
ハ
ー
モ
ニ
ー（
調
和
）

が
需
要
で
す
」
と
話
し
、

笑
顔
で
う
な
ず
く
出
席
者

も
い
た
。

　

九
州
・
沖
縄
各
県
の
石

油
政
治
連
盟
は
総
（
代
）

会
に
併
せ
て
総
会
を
開
催

し
、
市
場
の
正
常
化
、
石

油
諸
税
の
適
正
化
、
災
害

時
対
応
力
の
強
化
、
組
織

体
制
の
強
化
な
ど
を
内
容

と
す
る
新
年
度
方
針
を
決

め
た
。

　

宮
崎
油
政
連
の
濱
田
恭

郎
会
長
は
「
東
日
本
大
震

災
で
は
Ｓ
Ｓ
で
か
な
り
混

乱
が
起
き
た
が
、
『
熊
本

地
震
』
で
は
中
核
Ｓ
Ｓ
を

は
じ
め
Ｓ
Ｓ
の
努
力
で
大

き
な
問
題
も
起
こ
ら
な
か

っ
た
。
石
油
は
大
災
害
時

に
も
住
民
の
暮
ら
し
を
守

る
最
後
の
砦
と
い
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
一
部
の

業
者
の
乱
売
に
よ
っ
て
市

場
が
混
乱
し
て
い
る
。
適

正
な
価
格
で
販
売
し
、
適

正
な
収
益
を
得
る
こ
と
が

基
本
で
あ
り
、
組
合
の
結

束
で
公
平
・
公
正
な
市
場

を
実
現
す
る
よ
う
努
力
す

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

長
崎
油
政
連
（
藤
岡
秀

則
会
長
）
は
「
市
場
安
定

・
正
常
化
推
進
運
動
、
軽

油
引
取
税
制
度
、
国
産
Ａ

重
油
の
石
油
石
炭
税
還
付

制
度
の
恒
久
化
」
な
ど
の

運
動
方
針
を
決
め
た
。

　

鹿
児
島
油
政
連
（
安
達

洋
彦
会
長
）
は
「
熊
本
地

震
、
東
日
本
大
震
災
で
被

災
し
た
Ｓ
Ｓ
の
復
旧
・
復

興
支
援
、
市
場
の
正
常
化

・
経
営
安
定
化
、
石
油
関

係
諸
税
の
適
正
化
」
な
ど

を
骨
子
と
す
る
新
年
度
方

針
を
決
定
し
た
。

　

沖
縄
油
政
連
（
備
瀬
克

秀
会
長
）
は
「
南
西
石
油

の
販
売
停
止
に
伴
い
市
場

は
混
乱
し
て
お
り
、
早
期

の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。

次
世
代
自
動
車
に
関
す
る

課
題
も
山
積
し
て
お
り
、

全
国
油
政
連
と
緊
密
に
連

携
す
る
」
と
の
事
業
計
画

を
決
め
た
。

　

経
産
省
は『
熊
本
地
震
』

に
関
連
し
て
す
で
に
「
セ

ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
４

号
」
を
指
定
し
て
い
る
熊

本
、
大
分
、
鹿
児
島
、
長

崎
、
宮
崎
の
各
県
に
加
え

て
、
佐
賀
県
全
域
を
対
象

と
す
る
と
発
表
し
た
。

　

売
上
高
な
ど
が
減
少
し

て
い
る
中
小
企
業
者
な
ど

の
資
金
繰
り
支
援
措
置
と

し
て
一
般
保
証
と
は
別
枠

の
限
度
額
で
融
資
額
を
保

証
す
る
制
度
。
『
熊
本
地

震
』
に
よ
り
観
光
関
連
産

業
を
中
心
に
影
響
が
出
て

お
り
、
各
県
か
ら
支
援
要

請
が
出
て
い
た
。

　

経
産
省
は
「
引
き
続
き

九
州
の
他
地
域
に
お
け
る

同
様
の
影
響
の
有
無
に
つ

い
て
各
県
か
ら
状
況
を
聞

き
、
さ
ら
な
る
対
策
の
必

要
性
を
検
討
す
る
」
と
し

て
い
る
。

　

長
崎
の
馬
渡
迪
裕
理
事

長
は
「
県
内
で
も
橘
湾
な

ど
に
活
断
層
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
熊
本
地
震
の
よ

う
な
災
害
が
起
こ
る
可
能

性
が
あ
る
」と
し
て
、「
災

害
に
対
応
す
る
た
め
に
十

分
な
備
え
、
心
構
え
を
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
訴
え
た
。

　

北
島
喜
郎
・
佐
賀
理
事

長
は
「
緊
急
用
の
自
家
発

電
機
、
緊
急
自
動
車
へ
の

給
油
に
Ｓ
Ｓ
の
力
、
組
合

の
力
が
発
揮
さ
れ
、
復
旧

に
欠
か
せ
な
い
石
油
製
品

の
安
定
供
給
に
全
力
を
挙

げ
た
」
と
話
し
た
。
佐
賀

県
で
も
災
害
対
応
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
、
２
０
１
５
年

か
ら
は
災
害
に
備
え
て
燃

料
を
Ｓ
Ｓ
で
備
蓄
す
る
事

業
を
開
始
し
て
お
り
、「
災

害
時
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

『
最
後
の
砦
』
で
あ
る
石

油
を
守
る
対
応
を
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　

鹿
児
島
の
坪
久
田
正
明

理
事
長
は
「
Ｓ
Ｓ
は
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
り
、

災
害
に
も
対
応
し
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
使
命

を
持
っ
て
い
る
」
と
強
調

し
た
。

　

『
熊
本
地
震
』
で
は
中

核
Ｓ
Ｓ
を
は
じ
め
各
Ｓ
Ｓ

が
元
売
各
社
と
協
力
し
安

定
供
給
に
尽
力
し
た
が
、

福
岡
石
商
・
協
の
喜
多
村

利
秀
理
事
長
は
昨
年
11
月

に
県
と
の
間
で
締
結
し
た

災
害
時
協
定
に
つ
い
て
述

べ
「
大
き
な
災
害
が
起
こ

っ
た
場
合
Ｓ
Ｓ
は
防
災
の

拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果

た
す
」
と
し
て
、
そ
の
た

め
に
は
行
政
の
支
援
が
欠

か
せ
な
い
と
強
調
し
た
。

　

来
賓
の
内
山
尚
典
・
Ｊ

Ｘ
エ
ネ
ル
ギ
ー
九
州
支
店

長
は
「
自
宅
が
被
災
し
て

も
Ｓ
Ｓ
に
か
け
つ
け
た
ス

タ
ッ
フ
、
道
路
が
寸
断
す

る
中
で
被
災
地
に
燃
料
を

届
け
た
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

ド
ラ
イ
バ
ー
を
は
じ
め
多

く
の
関
係
者
の
方
々
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

石
油
業
界
の
結
束
の
強
さ

に
誇
り
を
感
じ
る
。
石
油

は
有
事
の
際
の
最
後
の
砦

で
す
」
と
述
べ
た
。

　

日
向
灘
に
面
し
た
宮
崎

県
は
万
一
南
海
ト
ラ
フ
に

よ
る
巨
大
地
震
が
起
こ
っ

た
場
合
は
大
き
な
被
害
を

受
け
る
と
想
定
さ
れ
て
い

る
。
植
松
孝
一
理
事
長
は

『
熊
本
地
震
』
で
自
宅
が

被
害
を
受
け
た
ス
タ
ッ
フ

も
Ｓ
Ｓ
に
か
け
つ
け
て
給

油
し
た
、
と
話
し
「
い
ざ

と
い
う
事
態
に
ど
の
よ
う

に
対
応
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
か
は
極
め
て
難
し

い
。
ど
の
よ
う
な
連
絡
体

制
を
構
築
す
る
か
を
含
め

て
日
ご
ろ
か
ら
防
災
意
識

を
高
め
る
努
力
が
必
要
」

と
呼
び
か
け
た
。

０
９
２
（
２
８
２
）
０
９
０
８

九
州
支
局
（

）

福
岡
市
博
多
区
下
呉
服
町
１‒

15

ふ
く
お
か
石
油
会
館
５
階

九

州

　

九
州
・
沖
縄
県
で
石
商
・
協
の
総
（
代
）
会
が
開
か
れ
た
が
、
各
県
の
理
事

長
は
『
熊
本
地
震
』
に
言
及
し
、
被
災
者
、
被
災
Ｓ
Ｓ
が
一
日
も
早
く
復
旧
す

る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
Ｓ
Ｓ
が
大
災
害
時
の
『
最
後
の
砦
（
と
り
で
）
』
で

あ
る
こ
と
を
強
調
、
次
世
代
に
も
生
き
残
る
た
め
に
過
当
競
争
か
ら
脱
却
し
、

強
い
経
営
基
盤
を
築
こ
う
と
強
調
し
た
。

Ｓ
Ｓ
業
界
の
意
志
を
政
治
に

生
か
そ
う
と
話
す
備
瀬
会
長

美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
が
会
場
い

っ
ぱ
い
に

〝災害に強いＳＳ〟を強調する
喜多村理事長

防災対策について話す北島理事長

適
正
な
収
益
を
得
よ
う
と
訴

え
る
濱
田
会
長

九州・沖縄
各県油政連

九州・沖縄
総（代）会

総
会
開
き
新
年
度
方
針
決
め
る

公
平
・
公
正
な
市
場
実
現
へ

各
県
理
事
長「
熊
本
地
震
」に
言
及

Ｓ
Ｓ
は〝
最
後
の
砦
〞強
調

鹿
児
島

総
代
会

ハ
ー
モ
ニ
ー
で
和
や
か
に

経
産省

佐
賀
県
全
域
も
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の

対
象
に

　

14
年
度
に
お
け
る
都
内

の
ガ
ソ
リ
ン
使
用
車
の
総
走
行
距
離
は
２
８
４
２
万

㌔
㍍
（
関
東
１
都
10
県
計
は
２
億
２
４
７
４
万
㌔
、

全
国
合
計
は
６
６
４
６
億

㌔
）
で
、
関
東
全
域
の
12

・
６
％
、
全
国
の
４
・
３

％
を
占
め
た
。

　

う
ち
自
家
用
旅
客
の

「
普
通
」
が
８
４
５
万
㌔

（
関
東
の
16
・
８
％
、
全

国
の
６
・
６
％
）
、
「
小

型
」
が
７
０
５
万
㌔
（
11

・
０
％
、３
・
９
％
）、「
Ｈ

Ｖ
乗
用
」
が
３
０
２
万
㌔

（
15
・
６
％
、
５
・
４
％
）
、

「
軽
乗
用
」
が
３
０
９
万

㌔
（
６
・
０
％
、
１
・
７

％
）
で
、
保
有
状
況
と
同

様
に
普
通
車
や
Ｈ
Ｖ
の
ウ

エ
イ
ト
が
高
く
、
軽
は
低

い
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

走
行
距
離
の
伸
び
は
Ｈ
Ｖ

が
顕
著
で
、
保
有
台
数
が

増
加
し
て
い
る
実
態
を
反

映
し
、
前
年
度
に
比
べ
74

万
㌔
も
増
え
た
。

　

一
方
、
ガ
ソ
リ
ン
使
用

車
の
総
消
費
量
は
２
９
４

万
㌔
㍑
（
関
東
計
２
０
２

０
万
㌔
㍑
、
全
国
合
計
５

８
２
３
万
㌔
㍑
）
で
、
関

東
の
14
・
６
％
、
全
国
の

５
・
０
％
。
う
ち
自
家
用

旅
客
の
「
普
通
」
が
１
０

９
万
㌔
㍑
、
「
小
型
」
が

66
万
㌔
㍑
、「
Ｈ
Ｖ
乗
用
」

　

東
京
石
商
杉
並
中
野
支

部
（
安
藤
一
郎
支
部
長
）
は
５
月
27
日
に
定
時
総
会

を
開
き
、
昨
年
度
に
続
き

油
外
収
益
拡

大
研
修
会
の

実
施
や
支
部

員
の
交
流
を

深
め
て
い
く

新
年
度
事
業

計
画
な
ど
を

承
認
し
た
。

ま
た
、
中
野

ブ
ロ
ッ
ク
は

今
年
度
か
ら

中
野
区
福
祉

ガ
ソ
リ
ン
券

の
取
扱
い
を
開
始
し
て
い

る
。

　

一
方
、
同
支
部
は
業
界

情
勢
に
関
す
る
周
辺
動
向

を
積
極
的
に
情
報
収
集
し

て
い
る
が
、
そ
の
一
環
と

し
て
今
回
も
総
会
に
先
立

ち
、
ト
ヨ
タ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
を
併
設
し

た
「
イ
ワ
タ
ニ
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
芝
公
園
」
の
見

学
会
を
実
施
。
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ

Ｉ
に
試
乗
し
て
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の

フ
ィ
ー
リ
ン
グ
な
ど
を
体

感
す
る
と
と
も
に
、
水
素

　

東
京
石
協
は
先
ご
ろ
開

催
し
た
通
常
総
代
会
の
中

で
、
昨
年
度
の
経
済
事
業

支
部
表
彰
を
行
い
、
矢
島

幹
也
理
事
長
か
ら
対
象
支

部
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ

た
。

　

▽
優
秀
支
部
（
全
石
連

資
材
共
済
４
種
目
で
目
標

達
成
）
＝
八
王
子

　

▽
優
良
支
部
（
同
３
種
目
達
成
）
＝
江
戸
川
、
千

代
田
中
央
、港
新
宿
渋
谷
、

町
田
、
南
多
摩

　

▽
優
良
支
部
（
同
２
種

目
達
成
）
＝
葛
飾
、
足
立
、

荒
川
北
、
台
東
墨
田
、
江

東
、
品
川
目
黒
、
板
橋
練

馬
、
世
田
谷
、
多
摩
東
、

西
多
摩

　

▽
努
力
支
部
（
全
石
連

資
材
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
種

目
お
よ
び
組
合
カ
レ
ン
ダ

ー
で
目
標
達
成
）
＝
荒
川

北

が
22
万
㌔
㍑
、「
軽
乗
用
」

が
21
万
㌔
㍑
だ
っ
た
。

　

こ
の
結
果
、
ガ
ソ
リ
ン

使
用
車
の
平
均
燃
費
は
１

㍑
あ
た
り
９
・
７
㌔
（
関

東
11
・
１
㌔
、
全
国
11
・

４
㌔
）
、
Ｈ
Ｖ
乗
用
は
13

・
９
㌔
（
関
東
15
・
０
㌔
、

全
国
15
・
９
㌔
）な
ど（
グ

ラ
フ
参
照
）
、
前
年
度
に

比
べ
て
向
上
し
て
い
る
。

総
代
会
開
き
Ｓ
Ｓ

存
続
へ
支
援
強
化

都
油
政
連

　

都
油
政
連
（
谷
口
寿
亜

会
長
）
は
先
ご
ろ
２
０
１

６
年
度
通
常
総
代
会
を
開

き
（
写
真
）
、
Ｓ
Ｓ
確
保

に
関
す
る
諸
施
策
の
対

応
、
独
禁
法
の
実
効
性
確

保
・
執
行
力
強
化
に
関
す

る
諸
施
策
の
推
進
に
加

え
、
都
議
会
自
民
党
石
油

政
策
研
究
会
と
の
連
携
に

よ
る
重
点
要
望
活
動
と
し

て
、
「
Ｓ
Ｓ
に
お
け
る
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
お
よ
び

交
換
費
用
の
補
助
」
「
不

公
正
取
引
問
題
に
対
す
る

実
効
性
あ
る
対
応
」
に
も

取
り
組
む
新
年
度
事
業
計

画
な
ど
を
決
め
た
。

Ｓ
Ｔ
を
視
察
し
、
次
世
代

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
展
望

や
課
題
な
ど
を
意
見
交
換

し
た
。

　

東
京
石
商
品
川
目
黒
支

部
（
大
谷
匡
広
支
部
長
）

は
先
ご
ろ
、
那
須
黒
羽
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
で
、
親
睦
ゴ

ル
フ
会
「
な
か
よ
し
会
」

の
第
20
回
目
と
な
る
記
念

大
会
を
開
催
し
た
。
日
ご

ろ
は
商
売
で
切
磋
琢
磨
し

合
っ
て
い
る
支
部
員
同
士

が
、
「
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て

仲
良
く
し
よ
う
」
（
大
谷

支
部
長
）
と
、
年
２
回
実

施
し
て
い
る
同
支
部
恒
例

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
10
年

の
節
目
を
迎
え
た
格
好

だ
。

　

当
初
の
参
加
者
は
２
〜

３
組
だ
っ
た
が
、
昨
今
は

交
流
を
広
げ
る
た
め
隣
接

支
部
の
役
員
に
も
呼
び
か

け
、
５
組
程
度
へ
と
拡
大

し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｓ

業
を
撤
退
し
た
旧
知
の
仲

間
も
い
つ
で
も
参
加
で
き

る
「
Ｏ
Ｂ
会
」
的
な
場
と

も
な
っ
て
い
る
。

　

ハ
ン
デ
戦
を
採
っ
て
い

る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
人

が
優
勝
で
き
る
こ
と
も
楽

し
み
の
ひ
と
つ
。
日
帰
り

の
電
車
内
で
は
情
報
交
換

し
た
り
、
帰
路
は
プ
レ
ー

後
の
美
味
い
ビ
ー
ル
を
楽

し
む
な
ど
、
〝
仲
良
し
〞

の
輪
を
深
め
て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
の
自
動
車
燃
料
消
費
量
統
計
（
推
計
）
を
も
と
に
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
東
京
都
内
の
２
０

１
４
年
度
に
お
け
る
ガ
ソ
リ
ン
使
用
車
全
体
の
平
均
燃
費
は
前
年
度
比
で
０
・
４
㌔
良
化
し
９
・
７
㌔
だ

っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
う
ち
、
自
家
用
旅
客
の
「
Ｈ
Ｖ
乗
用
」
は
１
・
３
㌔
悪
化
の
13
・
９
㌔
と
な
っ

た
が
、
「
軽
乗
用
」
は
３
・
７
㌔
良
化
の
14
・
４
㌔
で
Ｈ
Ｖ
を
上
回
り
、
平
均
燃
費
の
向
上
に
寄
与
し
た
。

Ｈ
Ｖ
は
モ
デ
ル
数
の
拡
大
に
伴
い
中
・
大
型
タ
イ
プ
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
た
と
も
み
ら
れ
る
。

新
車
販
売
に
占
め
る
軽
４
輪
・
Ｈ
Ｖ
の
比
率
が
高
ま
る
中
、
燃
費
改
善
や
来
店
頻
度
の
減
少
を
前
提
と
し

た
商
売
の
組
み
立
て
が
一
層
強
く
求
め
ら
れ
そ
う
だ
。

平
均
燃
費
10
㌔
目
前
に

都内ガソリン
使 用 車

Ｈ
Ｖ
・

軽
増
加
で　

Ｓ
Ｓ
来
店
頻
度
に
影
響
大

杉
並
中

野
支
部

芝
公
園
水
素
Ｓ
Ｔ
を
見
学

「
な
か
よ
し
会
」10
年
の
絆

地
元
仲
間
と
ゴ
ル
フ
で
交
流

品川目黒
支　部

０
３
（
３
５
９
３
）
５
７
５
７

関
東
支
局
（

）

千
代
田
区
永
田
町

２‒

17‒

14 

石
油
会
館

東

京

八
王
子
が
優
秀

支
部
と
し
て
表
彰

経
済
事
業
表
彰

水素ＳＴを視察見学し、利用状況や
課題などを聞いた（右が安藤支部長）

経
済
事
業
の
利
用
促
進
に
実

績
を
上
げ
た
各
支
部
を
表
彰

し
た
（
写
真
は
優
秀
支
部
の

八
王
子
・
相
澤
支
部
長
）

20
回
の
節
目
を
迎
え
、
馴
染

み
の
ホ
ー
ム
コ
ー
ス
で
記
念

撮
影
し
た
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福
井
県
油
政
連
（
河
合

敏
一
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど

開
い
た
通
常
総
会
で
、
任

期
満
了
に
伴
う
改
選
を
行

い
、
新
会
長
に
前
県
石
商

・
協
理
事
長
の
山
本
一
雄

氏
（
あ
お
い
商
事
社
長
・

Ｊ
Ｘ
系
）
＝
写
真
＝
を
選

出
。
こ
れ
に
伴
い
、
約
３

期
に
わ
た
り
活
躍
し
て
き

た
河
合
敏
一
氏
（
カ
ワ
イ

会
長
・
昭
シ
ェ
ル
系
）
は

退
任
し
た
。

■
石
川
■

　

石
川
石
商
・
協
は
こ
の

ほ
ど
開
か
れ
た
通
常
総
会

後
に
第
54
回
永
年
勤
続
優

良
従
業
員
表
彰
式
を
実
施

し
た
。

　

表
彰
式
で
あ
い
さ
つ
し

た
野
村
幸
宏
理
事
長
は

「
非
常
に
厳
し
い
競
争
環

境
だ
が
、元
売
再
編
、エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
構
造
高
度
化

法
の
実
施
を
経
て
需
給
ギ

ャ
ッ
プ
も
埋
ま
り
ト
レ
ン

　

同
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

で
行
わ
れ
た
調
印
式
に

は
、
組
合
側
か
ら
河
嶋
会

長
の
他
、
林
直
樹
副
会
長

（
林
石
油
店
社
長
・
Ｊ
Ｘ

系
）
、
川
端
幸
光
副
会
長

（
マ
ル
ト
ミ
社
長
・
出
光

系
）
、
藤
井
信
太
郎
前
会

長
（
藤
井
商
店
社
長
・
Ｐ

Ｂ
）
と
県
石
商
・
協
の
河

部
秀
範
専
務
理
事
ら
７

人
、
市
側
か
ら
奈
良
市
長

と
水
上
正
美
危
機
管
理
官

ら
幹
部
が
出
席
。

　

西
野
孝
信
防
災
安
全
課

長
が
、
①
災
害
時
に
お
け

る
緊
急
通
行
車
両
及
び
災

害
対
策
上
重
要
な
公
用
車

等
に
対
す
る
石
油
燃
料
の

優
先
的
供
給
②
平
常
時
か

ら
石
油
燃
料
の
供
給
を
組

合
か
ら
受
け
て
い
る
公
的

施
設
等
へ
の
優
先
的
供
給

③
交
通
機
関
途
絶
で
の
帰

宅
困
難
者
へ
の
情
報
、
飲

料
水
、
ト
イ
レ
の
提
供
④

市
か
ら
要
請
を
受
け
た
時

は
特
段
の
事
情
が
な
い
限

り
可
能
な
限
り
協
力
す
る

―
―
な
ど
の
協
定
内
容
を

説
明
。
こ
れ
を
受
け
て
河

嶋
会
長
と
奈
良
市
長
が
協

定
書
に
署
名
・
押
印
し
握

手
を
交
わ
し
た
。

　

奈
良
市
長
は
「
熊
本
地

震
で
避
難
住
民
は
建
物
の

中
に
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
大

き
な
余
震
が
続
き
、
エ
コ

ノ
ミ
ー
症
候
群
に
悩
ま
さ

　

脱
税
や
環
境
汚
染
に
つ

な
が
る
不
正
軽
油
を
な
く

す
た
め
、
富
山
県
税
務
課

に
よ
る
「
軽
油
路
上
抜
取

調
査
」
が
こ
の
ほ
ど
射
水

市
三
ヶ
地
内
の
国
道
４
７

２
号
沿
い
で
行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
初
の
調
査
に
は

れ
る
な
ど
災
害
時
の
新
た

な
課
題
も
問
題
に
な
っ
て

い
る
。
当
市
も
災
害
時
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
民
間
や
市
民
の
協
力

は
欠
か
せ
な
い
。
そ
う
し

た
中
で
石
協
と
協
定
を
締

結
で
き
心
強
い
限
り
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

河
嶋
会
長
は
「
Ｓ
Ｓ
は

災
害
時
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
最
後
の
砦
。

我
々
は
い
か
な
る
場
合
で

も
協
定
に
基
づ
き
そ
の
使

命
を
果
た
す
べ
く
、
全
力

で
頑
張
っ
て
い
く
」
と
力

強
く
述
べ
た
。

　

越
前
市
は
２
０
０
５
年

に
旧
武
生
市
と
今
立
町
が

合
併
し
て
発
足
（
人
口
約

８
万
７
０
０
０
人
）
。
協

定
は
市
内
16
事
業
所
の
24

Ｓ
Ｓ
と
灯
油
専
門
５
ヵ
所

の
合
計
29
ヵ
所
が
対
象
と

な
る
。

税
務
担
当
職
員
９
人
と
地

元
警
察
署
員
４
人
が
出

動
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ

ン
搭
載
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
に
停
車
を
求
め
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
主
旨
を
説
明

し
た
う
え
で
タ
ン
ク
か
ら

燃
料
を
次
々
と
採
取
し

た
。

　

採
取
さ
れ
た
39
本
は
約

３
週
間
か
け
て
分
析
検
査

さ
れ
、
不
正
が
発
見
さ
れ

れ
ば
販
売
業
者
や
混
和
場

所
な
ど
を
追
跡
調
査
し
て

摘
発
す
る
。

　

８
日
に
名
古
屋
で

水
素
セ
ミ
ナ
ー

中
部
経
産
局

　

水
素
社
会
の
普
及
に
取

り
組
む
中
部
経
産
局
と
愛

知
県
産
業
科
学
技
術
課
の

今
年
度
第
１
回
セ
ミ
ナ
ー

が
８
日
午
後
１
時
30
分
か

ら
名
古
屋
・
栄
の
愛
知
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
る
。

　

講
師
は
３
氏
。
「
水
素

・
燃
料
電
池
戦
略
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
改
訂
と
国
の
取

組
み
」
（
経
産
省
エ
ネ
庁

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
燃
料
電

池
推
進
室
・
星
野
昌
志
室

長
補
佐
）
、
「
エ
ネ
フ
ァ

ー
ム
普
及
に
向
け
た
取
組

み
」（
ア
イ
シ
ン
精
機
エ
ネ

ル
ギ
ー
技
術
部
・
桑
葉
孝

一
コ
ジ
ュ
ネ
Ｇ
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
）
、「
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
と
水
素
社
会
に
向
け

た
取
組
み
」
（
岩
谷
産
業

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
・
梶

原
昌
高
シ
ニ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
）
の
順
。
参
加
無
料
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
課
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
グ
ル
ー

プ
（
電
話
＝
０
５
２
―
９

５
４
―
６
３
５
０
）

ド
は
変
わ
る
。
今
後
は
エ

ネ
ル
ギ
ー
多
様
化
と
自
動

車
の
技
術
革
新
が
カ
ギ
だ

が
、
ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
含
め
Ｓ
Ｓ
業
界
は
こ

れ
か
ら
素
晴
ら
し
い
時
代

を
迎
え
る
」と
激
励
し
た
。

■
富
山
■

　

富
山
石
商
・
協
は
こ
の

ほ
ど
開
い
た
通
常
総
会
の

冒
頭
、
永
年
勤
続
優
良
従

業
員
や
組
合
功
労
役
員
の

表
彰
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
の
受
賞
者
は
10

年
以
上
勤
続
12
人
、
20
年

以
上
勤
続
６
人
、
功
労
役

員
２
人
、
特
別
功
労
役
員

１
人
で
、
島
竜
彦
理
事
長

か
ら
表
彰
状
・
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
特

別
功
労
役
員
の
金
田
恒
幸

氏（
金
田
石
油
店
）が「
給

油
・
洗
車
・
整
備
な
ど
当

然
の
仕
事
を
重
ね
て
き
た

だ
け
な
の
に
、
こ
の
よ
う

な
栄
誉
を
受
け
あ
り
が
た

い
限
り
。
今
後
さ
ら
に
精

進
努
力
し
て
い
き
た
い
」

と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　

中
部
経
産
局
の
壁
谷
勢

津
子
石
油
課
長
（
写
真
）

は
総
会
に
お
け
る
あ
い
さ

つ
で
、
受
賞
者
の
長
年
の

努
力
を
讃
え
な
が
ら
「
Ｓ

Ｓ
は
地
域
に
と
っ
て
燃
料

供
給
の
要
。
重
要
な
現
場

で
引
き
続
き
頑
張
っ
て
欲

し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。

　

（
両
県
の
受
賞
者
名
は

６
月
27
日
付
紙
面
に
掲
載
）

　福井石協・武生石油協会（河嶋衛会長、
河嶋連蔵商店社長・出光系）は、地元の越
前市（奈良俊幸市長）と「災害時における
石油燃料の供給に関する協定」をこのほど
締結した。福井石商・協関係の行政との災
害時協定は、福井支部が先行していたが、
東日本大震災を受けてこの２年余りで締結
が急速に進み、これまでに県石商と県をは
じめ支部や地区協が敦賀市、勝山市、大野
市、小浜市、永平寺町、鯖江市と調印を結
び武生石協は９地区目。

越前市と災害協定を結んだ組合役員ら（中央
右・河嶋武生石協会長、同左・奈良越前市長）お礼を述べる金田恒幸氏（中央）

大
型
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
燃
料
の

軽
油
を
抜
き
取
る
税
務
職
員

永年の功績を称えて
功
労
役
員

優
良
従
業
員

石
川
、富
山
で
表
彰

武
生
石
油
協
会
、越
前
市
と
調
印

県
内
９
地
区
目
の
災
害
協
定
福　井

射
水
市
で
軽
油
路
上
調
査

富
山
県

税
務
課

福
井
県

油
政
連　

新
会
長
に
山
本
氏

野村理事長（右）から表彰を受ける
受賞者

０
５
２
（
３
２
１
）
６
０
０
１

中
部
支
局
（

）

名
古
屋
市
中
区
正
木

３‒

２‒

70 

愛
知
県
石
油
会
館

中

部

組　織
□大分国東支部・国東市と災害時協定締結

　＜２日＞大分石商国東支部（迫騎一郎支
部長）はこのほど、国東市（三河明史市長）
との間で、大災害発生時に消防車などへ燃
料油を優先給油、被災者に水やトイレを供
給する協定に調印した。

□熊本・県知事にＳＳ復旧支援を要請

　＜18日＞『熊本地震』で組合員ＳＳが大
きな被害を受けた熊本石商（三角清一理事
長）は16日、蒲島郁夫知事に「被災したＳ
Ｓが復旧するための支援策の早期実現」を
陳情した。これに対し知事は「すでにＳＳ
被害の実情は国に伝えてあり、今回の陳情
を受けて速やかに支援が実施されるように
努力したい」と答えた。

□共同事業・15年度表彰組合を決定

　＜18日＞全石連共同事業部会（根本一彌
部会長）は13日、郡山市で会合を開き、2015
年度の目標達成状況に関して、全５種目達
成（優秀組合）14組合、４種目達成（準優
秀組合）５組合、３種目達成（優良組合）
11組合を決めた。

□資源・燃料分科会で「生き残り策」提言

　＜20日＞資源エネルギー庁は17日、総合
資源エネルギー調査会資源・燃料分科会を
開き、今後の石油中下流部門（調達・精製
・流通・販売）の方向性などの論点を示し
た。また、全石連の河本副会長が、熊本地
震での緊急石油供給について報告するとと
もに、災害時における燃料供給拠点機能の
維持・確保に向けた『石油販売業の課題と
生き残り策』について説明した。

□全石連・16年度活動スローガン決定

　＜27日＞全石連（関正夫会長）は25日に
理事会を開催し、2016年度事業計画とスロ
ーガンを決めた。「組織活動を通じて経営
を改革しよう」を基本方針に、石油製品の
需要減退や、元売再編などの急速な環境変
化に対応してＳＳの経営革新をサポートし
ていくほか、公正・公平な取引環境の実現
など４つのサブスローガンを掲げた。

市　場
□岐阜羽島・コストコ影響で地元ＳＳ撤退

　＜２日＞昨秋のコストコＳＳ進出以来、
岐阜県下最安の激戦地となっている羽島市
で、地元ＳＳが廉売競争の影響を受けて、
ついに店を閉じた。一方でコストコ周辺の
大手４社ＳＳは、全面対決の姿勢を崩して
おらず、市場悪化は広がっている。

□15年度内需・ガソリン0.3％増5313万㌔

　＜９日＞資源エネルギー庁がこのほど発
表した石油製品需給概要（速報値）による
と、2015年度の石油製品販売量は、ガソリ
ンは0.3％増の5313万㌔㍑と震災が発生し
た10年度以来５年ぶりに前年を上回った
が、灯油や重油類の減少が響き、1.1％減
の１億8052万㌔㍑となり、30年ぶりの低水
準に落ち込んだ。

□ＧＷ商戦・好天地域多く、概ね前年並み

　＜11日＞今シーズンのＧＷ商戦は、北海
道で雪が降るなど、一部に悪天候に見舞わ
れた地域もあったが、全国的には好天に恵
まれ、各観光地や景勝地などでは多くの行
楽客・車で賑わい、ガソリン需要は概ね堅
調に推移した。ただ、長い連休期間が逆に

行楽ニーズの分散化を招き、期待外れの結
果に終わった所もあった。

□Ｊ本田・東京稲城へ進出計画

　＜11日＞ジョイフル本田（茨城県土浦市、
矢ケ﨑健一郎社長）は６日、東京都稲城市
に、新規事業用地を取得したと発表した。
敷地面積は登記簿で約５万７千㎡で、オー
プンは建築確認許可など行政手続きの関係
上、2021年以降となる予定だ。

政　策
□公取委・フォローアップ調査結果を公表

　＜11日＞公正取引委員会は先ごろ、2013
年７月にまとめた「ガソリンの取引に関す
る調査報告書」のフォローアップ調査結果
を公表した。系列玉と業転玉の流通状況な
ど、13年７月以降のガソリン市場をめぐる
流通市場における競争環境の変化などにつ
いて詳しくまとめている。

□エネ庁・優秀ＳＳ100選を発表

　＜20日＞資源エネルギー庁はこのほど
『ＳＳ経営に関する優秀事例100選』を発
表した。同100選は需要減や販売競争の激
化など、厳しい環境下にあるＳＳ業界で、
創意工夫を凝らし先進的な経営モデルを確
立したＳＳを全国から選定し、４分野に分

類して取りまとめたもの。

□骨太方針に「ＳＳ網の維持・強化」明記

　＜25日＞国の『骨太の方針2016』に「国
内の石油の安定供給確保に向けたサプライ
チェーンの維持・強化等の取組を進める」
と明記されることが固まった。当初案には
なかったが、熊本震災での燃料供給の重要
性が改めて認識されたことなどを背景に、
自民党石油流通議連の野田毅会長らが強く
要請し、素案に明記された。

□高速道・ＳＳ空白区間「150㌔㍍超」解消へ

　＜27日＞国土交通省と高速道路３社はこ
のほど、高速道路上のＳＳ空白区間におけ
る〝燃料切れ〟を防止するため、来年度ま
でに「150㌔㍍を超えるすべての空白区間
の解消」を目指すと発表した。まず７月中
旬までに、５つのＩＣで平場ＳＳの協力を
得て〝路外給油サービス〟を実施する。

カーライフ
□自工会・16年度乗用車6.6％増予測

　＜16日＞日本自動車工業会は、2016年度
の乗用車（新車）需要見通しを前年度実績
比で「登録車」が5.6％増の283.7万台、「軽
４輪」が8.7％増の155.2万台、合計では
6.6％増の438.9万台と３年ぶりの増加を見
込んでいる。

□ボルボ・電動車販売25年までに100万台

　＜20日＞ボルボ・カーズは先ごろ、電動
化車両を2025年までに累計100万台販売す
る目標を発表した。達成に向けて、すべて
のプロダクトラインナップで２種類のＨＶ
モデル投入を計画しており、19年には初の
ＥＶを発売する予定。

環　境
□環境省・ＣＯ２排出量５年ぶり減少

　＜11日＞環境省が先ごろ発表した、2014
年度の温室効果ガス排出量（確報値、CO2
換算）は、前年度比3.1％減の13億6400万
㌧となった。要因として電力消費量の減少
などを挙げている。09年度以来、５年ぶり
の減少。

□廃タイヤリサイクル率上昇し92％

　＜18日＞日本自動車タイヤ協会は、2015
年の廃タイヤの発生量とリサイクル動向に
ついてまとめた。発生量は前年比４百万本
減の９千５百万本となった。リサイクル利
用量は１千㌧増の92万２千㌧で、リサイク
ル率は４ポイント増の92％だった。

元　売
□系列ＳＳ数２万4707ヵ所に減少

　＜16日＞2015年度末（16年３月末）の元
売系列ＳＳ数は、前年比で568ヵ所減、2.2
％減の２万4707ヵ所に縮小した。系列ＳＳ
数は1996年度以降、20年連続で減少してい
るが、直近10年間でみると減少数、減少率
いずれも最も緩やかだった。

□出光・５月内需向け原油処理11％減

　＜23日＞出光興産は19日、５月の原油処
理計画を３製油所合計で228万㌔㍑に設定
した。内需向けは213万㌔㍑、輸出は15万
㌔㍑。前年の千葉製油所で定期修理に伴い
発生した70万㌔㍑分の要因を除いた比較で
は、内需向けは11％減143万㌔㍑となる。

※＜　＞は掲載日

月月月 間間間 ぜぜぜ んんん せせせ ききき
５月
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